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７月１７日（金）に県南教育事務所の事務所長様を始め、６人の先生方が五箇中学校を訪問          

され、５校時と６校時の授業の様子と学校の施設について見学されました。１年生は社会の授業と数学の授業が

行われており、一生懸命に学習を確認したり黒板で発表したりしていました。２年生は、英語と保健体育の授業

で、英語での会話文を作成したり、バレーボールのチーム対校のゲームをしたりしていました。３年生は、国語

と理科の授業で、ビブリオバトルについての学習と花粉管の観察の授業を行っていました。どの授業も生徒は、

課題を解決するために、一生懸命取り組んでいました。また、自分の学びをより確かなものにするために教師の

アドバイスを真剣に聴いたり、先人の知恵がつまった資料を活用したり、生徒どうしで話し合ったり、教え合っ

たりする姿が見受けられました。訪問された先生方からお話しされた内容を下記に記載しますので、今後の学び

をより一層よいものにしていく参考にしてほしいと思います。 

【授業を参観しての感想】 

○ 生徒が大変落ち着いて授業を受けていた。 

○ 集中している姿とお互いに仲良く活動している姿などメリハリある姿が見られた。 

○ 授業を行う教師と生徒の関係が良好で、スムーズに授業が展開されていた。 

○ 真面目に、そして一生懸命に取り組んでいる姿が随所に見られた。 

○ １分間スピーチやＮＩＥの掲示物を見ると生徒の学力や能力が高い状態であることがわかる。 

○ Ｔタイムや週末課題確認テスト、ＮＩＥの実践など様々な取組が確かな学力を定着させている。 

○ 生徒作品などの生徒の成果が随所に掲示されており、教室環境が整っている。 

○ ゆとりある校舎を生徒の活動に有効に活用している。 

○ 掲示されている美術の作品は、大きな学校に引けを取らず大変素晴らしい作品揃いで大変おどろいた。 

・ 能力が高い生徒であるから、一人一人のレベルの向上を目指し、自ら求めていく学習をして、更なる向上

を図って欲しい。 

・ 一人一人が自分の課題を意識し、授業で意識的に質問したり、それに対してアドバイスしたりするとお互

いが向上し、考えや定着が深まる。 

・ 五箇中生の素晴らしいところを一層向上させるために、対話を大切にした学びを行い、自分の考えを表現

する力や人の考えを認め取り入れる態度を育成して欲しい。 

五箇中生の真面目さや仲の良さ、成果を上げている姿などのお褒めの言葉を頂き、大変うれしく思います。外

からの客観的な意見が今の五箇中の評価だと思います。是非、ご助言いただいたことをしっかり受け止め、一人

一人が力を伸ばしていけるよう努力していくことを期待しています。 

 

 

五箇中学校では、災害や緊急事態による連絡をメールにて 

行うよう準備を進めております。配信内容は次の予定です。 

○ 臨時休業や臨時登校、行事の中止など予定が変更となった場合の保護者や生徒への連絡 

○ 緊急事態等（不審者や災害等による下校）による日課の変更となった場合の保護者への連絡 

○ 修学旅行情報など学校行事の情報発信 

受信をする保護者（父母、祖父母 等）の方のメールアドレスの登録が必要となりますので、先週の 17日に

配付しました「緊急メール配信申込書」に必要事項を記入しご提出ください。よろしくお願いいたします。 

県南教育事務所の先生方が授業見学 

教育目標  

自ら学ぶ意欲をもち、創造性に富み，社会の

変化に対応できる知性豊かな生徒の育成 

目指す生徒像 
主体的に学び、確かな学力を身につける生徒〔知〕 

広い視野をもち、思いやりのある生徒〔徳〕 

心身ともに健康で、生き生きと生活できる生徒〔体〕 


